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に含むデヒドロアヌレン(皿.V. VI. XI. X.組)を合成し、その性質の検討を行った。
当研究を行うより以前にこのような化合物としてジデヒドロ(14) 7 j{レン I、および四置換テ ト
ラデヒドロ (18)7-'レン Hが知られていた。IはSondheimerによ って合成され、Eは中川研究室
で種々の置換体が合成された。
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I、Eはnm rスペクトルにおいて大きな反磁性環電流の誘起を示し、 芳香族性が認められた。そこ





























































































la ted annuleneの分野における特筆すべき成果である O
以上の伊与田君の研究は非ベンゼン系芳香族化合物の化学に対する大きな寄与であり、理学博士の
学位論文として十分価値あるものと認める。
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